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未来技術推進協会の目的

シンギュラリティ・ラボ（通称シンラボ）から

事業を創出するエコシステムを構築すること

事業化

シンギュラリティ・ラボ

プロジェクト

技術者

投資家企業・自治体

資金

事業創出の流れ
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2019年の主な実績

● 最小限のテック系プロダクト（MVP）を3件開発

● 事業化に向けたプロジェクトの創出（現状7件）

● 「シンギュラリティ・ラボ」有料化（3,000円/月、107名）

● 7校、4社でのSDGs研修を通したネットワーク構築

● SDGsボードゲームの国連主催世界大会への出展

● SingularitySocietyとの連携

● 有名企業・団体のロゴ10件獲得
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その他実績

● ブロックチェーン 大学校での講師登壇

● イベントサイト「TechPlay」のフォロワー数1,000名達成

● SDGsボードゲーム のクラファン203%達成

● Tech女子による若宮さん講演会



協業・協賛団体
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事業化に向けたプロジェクトの例

Colors ふぁみカルくん VR安全教育

ARを用いて色覚特性患者
の色認識能力をサポート

医者ではなく、患者が自分
の健康を管理するためのカ
ルテアプリ

トラックドライバー向けの
VRによる事故体験教育
サービス
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シンギュラリティ・ラボ

テクノロジーを用いて社会課題を解決するための技術者コミュニティと

して、シンギュラリティ・ラボを設立

会費：3,000円 / 月　会員数：107名
オフィス：秋葉原駅前 DMM.com内ワーキングスペース

活動内容：プロジェクト活動・技術講座・交流会

　　　　　・SDGs推進活動・オフィスの活用 .etc
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SDGsオリジナルボードゲームの開発

SDGsを楽しく学ぶため、ボードゲーム「Sustainable World」
を開発。ワークショップや研修を開催

SDGsボードゲーム（世界版） ミッションカード ワークショップの様子

SDGs(Sustainable Development Goals)とは、2015年に国連が提唱した社会課題
を17の目標にまとめた持続可能な開発目標。
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SDGsボードゲームクラウドファンディング

SDGsボードゲーム
「Sustainable World 2030」の
クラウドファンディング開始

担当者：村口さん
目標金額：60万円【達成】
達成金額：122万円
プラットフォーム：キャンプファイヤー
詳細：https://camp-fire.jp/projects/view/191601
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SDGs研修の実施

企業・学校・各種団体向けにSDGs研修を実施
主な開催先：グローバルコンパクト・富士通・横浜東高校
　　　　　・国本小学校・DMM・正則学園・リコー  .etc
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国連主催SDGs世界大会への出展

2019年5月2日~4日にドイツで開催されたSDGs世界大会 
Global Festival of Action2019 にSDGsボードゲームを出展
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Singularity Societyとの連携

Windows95の開発メンバーである
中島聡さん主催のエンジニア
コミュニティ「Singularity Society」
と連携して活動中

中島聡さん(左)と夏野剛さん(右)

草場代表と中島さんの対談(11/30)

https://www.singularitysociety.org/
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日本経営協会 eラーニング教材作成

日本経営協会と共同で、最先端技術に
関するeラーニング教材を作成

［学習期間］30日間
［標準学習時間］110分（1コース約10分×11コース）
［ご利用価格］1名につき￥3,000-（税別）
［URL］https://www.noma.or.jp/tabid/101/Default.aspx?itemid=362&dispmid=756

扱うテーマ（例）

AI ディープラーニング データサイエンス IoT 3Dプリント

XR ブロックチェーン セキュリティ FinTech ロボティクス
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若宮正子さんによる講演会

12/9に最高齢プログラマー
若宮正子さんの講演会を開催

参加人数：69名
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